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研究成果の概要（和文）：ノートパソコンにuniversal serial bus（USB）接続可能なポータブル歯科・口腔外科用内
視鏡システム（OS：Windows 7）を開発した．本システムはスコープ，ハンドピース，ソフトウェア，フットスイッチ
で構成される．歯科治療用スコープとして，根管治療用と歯周治療用のスコープを開発し，臨床応用した．また，各種
口腔外科手術に対応した内視鏡は現在開発中である．

研究成果の概要（英文）：To familiarize endoscopic dental and endoscopically-assisted oral and maxillofacia
l surgery, we developed portable endoscopic system (OS: Windows 7) connected to laptop computer by univers
al bus (USB) cable. This system is consisted of scope, handpiece, software and foot switch. As dental scop
e, we developed 1 endodontic scope and 3 periodontic scopes. In present, endoscopes for various oral and m
axillofacial surgeries are developed.
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１．研究開始当初の背景 

 

近年，腹腔鏡手術を代表に医科領域では内
視鏡支援による低侵襲手術が急速に普及し，
ほぼ一般的な術式として定着してきている．
一方，歯科・口腔外科領域では顎関節鏡視下
手術を除き内視鏡手術はほとんど行われず，
open surgery が今でも普通に行われ手術の
低侵襲化は実現できていない．これに対し，
申請者はこれまでに大臼歯に対する歯根端
切除術，下顎骨骨切り術（下顎枝矢状分割術），
顎下腺摘出術，唾石摘出術，下顎骨関節突起
骨折整復固定術など複数の口腔外科手術を
内視鏡支援下に低侵襲（最小皮膚切開や口内
法）に行いその有用性を報告してきたが，そ
の普及にはいまだ至っていない．その理由の
一つとして，内視鏡システムが高価なことが
挙げられる．ゆえに，歯科・口腔外科に内視
鏡手術を普及させるためには内視鏡システ
ムの低価格化とコンパクト化が必要である．
どのような医療施設であっても容易に導入
できるように，安価でコンパクト，かつ各種
疾患に対応できる汎用性のある内視鏡シス
テムが開発されれば，歯科・口腔外科治療で
の内視鏡の普及が実現できると考えられる． 

 

 

２．研究の目的 

 
本研究の目的は患者の生活の質（QOL）向

上を目指した低侵襲な内視鏡を用いた歯
科・口腔外科治療を大学附属病院などの大規
模な病院だけでなく，小規模な病院や一般開
業医（歯科医院やクリニック）にも普及させ
るために，安価かつ省スペースな内視鏡シス
テムとして，ノートパソコン（ＯＳ:Windows 
7）との Universal Serial Bus（USB）接続に
よるポータブル歯科・口腔外科用内視鏡シス
テムを開発することである． 
 

 

３．研究の方法 

 
これまでに開発してきたプロトタイプの

歯科・口腔外科用内視鏡システムを改良し，
ノートパソコンとの USB接続によるポータブ
ル歯科用内視鏡システムを開発した．システ
ムの構成は先端チップ，ハンドピース，USB
ケーブル，フットスイッチ，ビュアーソフト
であり，ノートパソコン（OS：Windows 7）
にハンドピースとフットスイッチを USB 接続
することで使用可能となる（図 1・2）． 

 
 
 
 
 
 

 
内視鏡の種類は根管治療用のスコープ 1種

類（根管チップ）（図 3），歯周病治療用のス
コープ 3 種類（軽等度，中等度，重度歯周チ
ップ）（図 4）を開発し，本システムの画質や
動作環境を抜去歯で評価・改良したうえで臨
床応用した．また，口腔外科手術用のスコー
プとして，唾液腺内視鏡のプロトタイプスコ
ープとして視野角 0°のスコープの開発にも
取り組んだ． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（図 1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（図 2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（図 3） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（図 4） 
 
 
４．研究成果 
 
ノートパソコン（OS：Windows 7）にソフ

トウェアをインストールし，各スコープとノ
ートパソコンを USB 接続することで簡単に使
用可能となり，ポータブルな内視鏡システム
として作動した． 
本内視鏡システムの画質や動作環境を抜

去歯で評価したところ，適切な解像度を有し，
動作環境に問題が生じることなく，フットス
イッチで画像を保存可能であった．根管チッ
プをハンドピースに装着することで根管内
のガッタパーチャの残存や破折の有無を良
好な画像で確認することができた（図 5）．ま
た，歯周チップを適宜交換することで，歯周
ポケット内の歯石を確認できた（図 6）．本内
視鏡システムを臨床応用したところ，根管内
や歯周ポケット内が明瞭に観察できるよう
になり，見えない，見にくい部位の可視化に
より精度の高い歯科治療が実現できると思
われた．本内視鏡システムは上記研究成果に
より，商用化することもでき，今後の歯科治
療における内視鏡の普及に貢献できると思
われた． 
本研究ではノートパソコンのOSはWindows 

7 をベースに開発してきたが，現在はタッチ
パネル対応可能な Windows 8 が主流になって
きている．そのため，今後 Windows 8 を OS
のベースとしたソフトウェアを開発するこ
とで，タブレット PC 上のタッチパネルで佐
往査可能となると考えられた．また，現時点
での画像管理は静止画の保存のみであり，動
画の保存には対応していないため，動画保存
に対応したソフトウェアの改良が必要だと
思われた． 
本研究では，低侵襲な内視鏡支援下口腔外
科手術を大学病院などの大規模な病院だけ
でなく小規模な病院や一般開業医（クリニッ
ク）にも普及させるための安価な内視鏡シス
テムとして，ノートパソコンに USB 接続可能

なポータブル内視鏡システムのプロトタイ
プも開発した．今回は唾液腺内視鏡（ファイ
バースコープ）を想定し，視野角 0°の内視
鏡（ファイバースコープ）を開発したが，歯
科治療用と比較し画質を上げる必要があり，
画素数をさらに増やしてプロトタイプの改
良を行っていく必要があると思われた．また，
実際の内視鏡支援下口腔外科手術では視野
角が 30°や 70°の内視鏡（ファイバースコ
ープ）も必要であり，今後内視鏡への視野角
の付与など，各種内視鏡支援下口腔外科手術
に対応した内視鏡（ファイバースコープ）を
開発していく必要があると思われた． 
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